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〔研究室紹介〕 医療情報センターの実現ヘ向けて
情報処理技術の進歩は，医学や医療の面にも大きなイ
ンパクトを与えつつある。基礎医学や臨床研究の場での
データ解析はいうに及ばず， X線 CTや， NMRCTの‘
ように，情報処理技術なくしては実現できなかった診療
技術が一般に用いられるようになった。今後も，この面
での技術的進歩と一般普及の波は，少くとも20-30年間
はつづくのではないかと思われる。
医療情報部は，昭和52年から活動しはじめたが，この 
6年間に，病院事務部の電算係と協力して，病院の情報
処理化にとりくむとともに，診療と医学研究の情報処理
によるサポートを目標として，ソフトウェアの研究開発
とその実務への応用を行ってきている。その成果は，比
較的順調で，千葉大学の附属病院は，圏内でも有数の情
報化された病院として認識されるようになってきた。具
体的な情報化の例を簡単にあげると，事務的なものでは
医事会計処理の全面的なコンピュータ化にはじまり，病
院物品管理，入退院管理，薬剤出入庫管理，給食管理な
どがコンピュータを用いて行なわれている。診療関係で
は，病歴書管理，中央検査業務，肺機能データ処理，輸
血管理などが 2年以上にわたってコンピュータによって
運用されている。これらの診療関係業務は，診療サポー
トシステムの中核である医療データベースシステムを中
心に効率のよいネットワークを構成しており， リアノレタ
イムの共同作業ができるようになっている。
例えば，検査室で検査結果が入力されると，そのデー
タは，医療データベースに永久的に蓄積記録されるが，
これを利用して，外来患者の再来時に，カルテの取出し
と同期して，最近の検査データが病歴室にプリントさ
れ，これがカルテに挿入される。また，病棟や外来で
は，必要に応じて過去のデータを参照したり，データの
経過を時系列的に並べたり，グラフに画き出したりする
事もできる。このような検査データの総合的な情報処理
は千葉大独自のもので，内外に例をみない。
医療データベースには，検査データの他，各診療科の
退院時要約，入院患者の処方，注射薬，手術，理学療法 
X線検査などの情報が蓄積されており，いずれも，病
棟，外来でオンライン検索ができる。
これらの蓄積されたデータの量は強大なものであり，
その全量は実質情報量で既に， 300MB(メガパイト)に
附属病院医療情報部里村洋一
及んでいる。これは，汎用機のディスクに収容した場合 
10GB (ギガパイト)程度を要するもので，巨大なファ
イノレシステムを必要とするが，本学では， MUMPSと
いう医療用に開発された言語とそのファイルシステムを
採用しているため，なお今後の蓄積に充分余裕を残して
いる。さて，こうした病歴データの蓄積は，日常診療の
サポートに用いる他，疫学的研究，診療研究などの貴重
な資料としての役割を果し，それがコンピュータ上の記
録であることから，様々の情報処理技術を直ちに応用す
ることができるものである。
医療情報部ではほぼ 1年前から，これらの蓄積された
データと，研究者が独自に入力するデータを共に管理し
これを用いて，統計解析や，データ集計，各種演算を行
うことができる医療データ処理システムの開発に取りく
んできた。その一部は，昨年11月に一般に公開し，各病
棟，外来の端末で操作できるようになった。これは研究
者や医師が，コンピュータ言語を全く知らなくとも，会
話形式で，データを入力し，それを加工し，条件付けで
リストを作ったり，各種の統計処理(一般記述統計，回
帰，検定，生命表分析，クロス表作成)ができるように
したもので，一般に統計ノξッケージとして使われている
ものに比べて，はるかに使い易いものとなっている。こ
のシステムは，さらに開発をつづけ，あらゆる医学研究
に応用のできる幅広いものとしてゆくつもりである。
病院の情報システムは，今のところ院内に限られたサ
ービスの提供しかしていないが，このようなデータ解析
システムや，計画されている国立の学術情報センター
との結合，文献検索システムとのオンライン結合などを
加えてゆけば，医学部ばかりでなく亥鼻地区全体に，情
報処理サービスを展開する事ができるであろう。その為
に，病院の医療情報部を，亥鼻地区の医学情報センター
に発展させるのが筆者の夢であるが，大学全体の情報シ
ステム構想、とも歩調をそろえてゆかなければならない。
とりあえずは，病院の中に，資料管理と情報処理の機器
を設置いこれら利用の為の検索スペースを持つ，病院
情報処理センターを設営する事に力を入れたいと考えて 
ν、る。
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